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●ＮＯ．547 2012/6 第 1 例会●
 

テ－マ  『 Let’s Enjoy Ｒotary 』 
 

●創立日：Ｓ33 年 1 月 10 日  ●ＲＩ加盟認証日：Ｓ33 年 2 月 6日          
●会 長：沓名俊裕 ●会長エレクト：大見 宏 ●副会長：石川 博 ●幹 事：永谷文人 
●クラブ会報：神谷 研  寺田孝司  恒川憲一 
●例会日：毎週金曜日 12：30〜13：30 ●例会場：碧海信用金庫本店３Ｆ／安城市御幸本町 15-1 
●TEL：0566 - 75 – 8866 ●FAX：0566 -74- 5678  
●Email：Hanjo-rc19580206@katch.ne.jpH ●HP：Hhttp://www.anjo-rc.org 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
 
 
 
 

第 2688 回例会 
2012 年 6 月 1 日(金)12 時 30 分から 13 時 30 分 
司会者：山口研君 
ソング：「君が代」、「奉仕の理想」 
卓上花：サンダーソニア サマーチェリ 
ゲスト：なし 
ﾋﾞｼﾞﾀ-：なし 

出席報告 
会員 58 名 出席義務者 47 名 出席 44 名 欠席 3名 
出席免除者の出席 10 名 出席率 94.73 ％  
修正出席率 5 月 18 日第 2686 回例会 94.73 ％ 

 

ロータリーリーダーシップ研修 研修終了表彰 

   
第一期ＲＬＩ 大見宏君 

 
会長挨拶  会長 沓名俊裕君 

（報告） 
１．理事会報告 第１２回理事会報告 

◆最終例会について ６/２２（金）１８：３０～川本にて 

◆新世代委員会 

児童虐待支援施設パオへ 洗濯乾燥機贈呈を決定 
 ６/８（金）に贈呈式 

２．会計監査実施  

・６/９（火）１６：００～事務局にて 

３．第３回西三河分区会長幹事会報告 

・５/３１（木）１８：３０～川本にて  

４．安城市国際交流協会 総会 ５/２５（金） 
 
 
 
 
 
５．.本年度入会の新入会員歓迎会開催 
・６/６（水）１８：３０～ 川本にて 
※恒川憲一君、青山竜也君、外山勝美君、小野田真代君、

奥嶋正衛君、加藤英明君 
 
（あいさつ） 
元気印会社の紹介 
“時代の先へ。 
   ひとりのそばへ。” 

（コーポレートスローガン） 

本日ご紹介する企業は、中部電力株式会社です。 

中部電力株式会社 代表取締役 水野明久氏 

 

             売上高 ２兆４４９２億円 

             当期純利益 ▲９２１億円 

             時価総額  ８８８３億円 

 

             

             

             

 

水野明久氏 

               「メガソーラたけとよ」 

 

 
 
 
 
 

今月のお祝い 
★会員誕生日祝  外山勝美君(6/16） 加藤英明君（6/16） 杉本汎平君(6/27）  

★夫人誕生日祝  福田千春様（6/5） 清水加代子様(6/21） 加藤ゆかり様（6/22） 

★結婚記念日祝  戸谷 央・一美ご夫妻(6/３）勝見乙平・久美子ご夫妻（6/16）加藤 弘・ヤエ子ご夫妻（6/20） 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:CHUBU_Electric_Power.svg�


 
◆１９５１年 中部配電㈱と日本発送電㈱の再編成で

設立 

◆１９５５年 中部電力初の石炭火力発電所 運転開

始（三重） 

◆１９６１年 日本初の重油専焼火力発電所 運転開

始（三重） 

◆１９７６年 中部電力初の原子力発電所（浜岡１号

機） 運転開始 

◆１９８６年 電気文化会館・でんきの科学館 

◆２０１１年 メガソーラーたけとよ 運転開始 

◆２０１１年 浜岡原子力発電所 運転停止    

 2011 年 3 月期 2012 年 3 月期  

北海道 119 億 ▲720 億 過去最大赤字

東北 337 億 ▲2319 億 〃 

東京 ▲1 兆 2473 億 ▲7816 億  

中部 845 億 ▲921 億 過去最大赤字

北陸 190 億 ▲52 億 〃 

関西 1231 億 ▲2422 億 〃 

中国 238 億 24 億  

四国 236 億 ▲93 億 〃 

九州 287 億 ▲1663 億 〃 

沖縄 80 億 69 億  

８社の赤字 １兆６，０００億円 

※燃料費負担増加が原因（東電は賠償問題含む） 

中部電力 原発依存度１２％ 

 

 

 

 

 

 

 

電機の 『地産地消』 地元で発電、地元で消費 

7 月 1日スタート「再生可能エネルギー特別措置法」 

      固定価格買い取り制度 

     

 

 

 

 

この教訓を参考に、 

“ロータリークラブは、社会からの期待に応え、責任を

果たします。” 

幹事報告 永谷文人君 
＊例会終了後、次年度理事会を行います。 

＊次年度手帳が出来ました。 

＊本日、次年度合同委員会を川本にて18：30～行います。

＊IM報告書が出来ました。 

＊5/25に行われました、三河安城合同コンペ優勝は清水正

幸君、第5回安城RCゴルフ部会コンペの優勝は川合昭道

君でした。 

＊6/6(金)本年度新入会員歓迎会川本18：30～行います。

＊ゴルフ部会より 6/17(日)安城RCコンペを葵CCにて開

催 6/25(月)総会を新富にて行います。 

＊6/22(金)親睦夜間例会 18：30～川本にて行います。 

 

委員会報告 

ゴルフ部会  川合昭道君 

三河安城合同コンペ ５/２４ 

優勝 清水正幸君  団体戦 安城ＲＣ 

第５回安城ＲＣゴルフ部コンペ ５/２４ 同時開催 

優勝 川合昭道君 

   

優勝 清水正幸君     優勝 川合昭道君 

 

ニコボックス報告 藤井英樹君 
本日のニコボックスメッセージ紹介 

        

 
卓話 

クラブフォーラム 事業報告発表 

職業分類  奥田法行君 

        

未充填を提示し、安城地域の職業を調査しました。 

今年度は新入会員７名の職業分類をしました 

 



 
親睦活動  横山真喜男君 

         

年度当初の計画中、７勝１敗でした。１敗は自分自身が

新入会員を１人増強できなかったことです。 

花見例会へは３５名が参加してくれました。今日現在残

る事業は夜間例会（６/２２）のみです。１年を通して運

営・接待はバッチシできたと思います。 

 

会員選考  都築雅人君 

         

当初の計画に沿って、野村繁雄委員と横田秋三朗委員の

協力の下、会員増強委員会と連携して新入会員選考を行い

ました。各委員会で１人の新入会員を、そして会員数７０

名をという沓名会長の目標は達成できませんでしたが、優

秀な７名の新会員の入会を果たすことができました。 
会員諸兄のご協力に感謝申し上げます。 

 

会員増強  石川義典君 

         

本年度の会員増強委員会は沓名会長の「会員数を 70 名

にしよう」という目標を掲げ努力してきました。年度初め

の理事会より各委員長に新会員の発掘をお願いしたり、地

区大会の事務局員の本間さんにもお手伝いいただき安城

の優良企業に連絡をとっていただき訪問したりして例年

にはない手法で会員の募集をし続けてまいりました。しか

し、昨年の東北大震災の影響やタイの洪水、ヨーロッパの

経済不安等によるこの地域の不況からなかなか新会員を

獲得するには至りませんでした。 
そんな中、本年度初めより青山さん新田さん恒川さんの

3 名を迎え、その後外山さん小野田さんが入会いただき、

今年に入って奥嶋さんと加藤さんに入っていただき 7 名

(内女性会員 1 名)の新メンバーを迎える事が出来ました。

しかし昨年末に長年会員でおられた野村先生と太田さ

んが残念ながら体調の不安により退会なされ昨年 6 月末

53 名だった会員数は現在 58 名になっております。(純増 5
名) 
委員長の力不足により会長の掲げる目標にははるか及

びませんでしたが会員の皆様の情報により 7 名の方に入

会いただきました。メンバーの皆様のご協力に感謝申し上

げご報告とさせていただきます。 
 

クラブ会報・ＩＴ  神谷研君 

        
＜クラブ会報委員会＞ 
 週報発刊に取組みました。6 ケ月は何とか翌週発行が保

てましたが、１月から５月までは業務の最繁忙期と重な

り、未発刊が多く反省しています。週報に取組んでみて、

良かったことと痛感していることが多々あります。 
（1） NET 掲載のため、会員以外の多くの方に見てい

ただいていること。 
（2） デ－タでの掲載のため、紙面・文字数の制限がな

いこと。 
（3） 委員や会員の労力だけで週報制作すれば制作費

予算はゼロ円でできること。 
（4） 会員の絶大な協力なくして、週報制作は特定の個

人に負担がかかりすぎるので、会員は必ず WORD デ

－タで原稿を提出しなければならないル－ル付けが

必要であること。 
（5） 遅れている週報作成について、クラブ会報委員で

はない成田孝則君が積極的に週報デ－タを作成して

くれた、今も作成してくれています。本当に感謝しま

す。お役ではない方が手伝ってくれるというのは、ロ

－タリ－は本当にありがたいと実感しました。 
（6） 週報制作は、会員全員が担当者というくらいに取

組んでいただかないと続かない。 
（7） ６月中には遅れている週報も発刊すべくコツコツ

制作していますので、今少しお待ち下さい。 
発刊期限が遅れても、忍耐強くお待ちいただいている全

会員の方々に感謝します。 
＜IT 委員会＞ 
 安城ロ－タリ－クラブのホ－ムペ－ジの立上と管理運

営をしました。会員のペ－ジの運用も投稿があれば逐次掲

載しました。 
 ニコボックス委員会の近藤裕保君には毎週定期に１年



 
間メッセ－ジを WORD デ－タにして提出いただき、感謝

いたします。お陰で無事掲載を継続できています。 
 会員専用サイトの資料一覧は過去のクラブ会報のすべ

てを掲載しており、他クラブにない当クラブの財産です。

 「私は思う」が活用されていませんので、もっと多くの

有益な投稿が今後増えることを期待します。 
 安城ロ－タリ－行事カレンダ－もシステムの不具合が

発生しましたが、今は修正でき正常に閲覧できます。 
 悪意ある書き込みも無く、安堵しています。 
 ホームペ－ジは会員全員の財産であり、安城 RC の重要

な広報手段です。改良希望なども多くあると思います。皆

さんの忌憚のないご意見をいただき、次年度に引継たいと

思います。 
 

広報  小林逸朗君 

         
 本年度広報委員会はしばらく行っておりませんでした

記者懇談会を行いました。 
中日新聞、中部経済新聞、安城ホームニュース、キャッ

チネットワークの４社の記者に出席していただき、クラブ

奉仕、社会奉仕、職業奉仕、国際奉仕、新世代奉仕の各委

員長が、安城ロータリークラブの行う諸奉仕活動について

説明を行うとともに、本年度当クラブが担当するガバナー

補佐ゴルフ大会、インターシティミーティング、インター

アクトクラブ年次大会の開催について説明し、各社に取材

の協力をお願いしました。 
 

ニコボックス  戸谷央君 

        

会員のメッセージを毎回例会でユ－モアを交えて発表

し、例会の雰囲気を和やかにするように務めました。 
クラブのホ－ムペ－ジ内の「会員専用サイト」にニコボ

ックスメッセ－ジを WORD 文書に打ち変えて、毎週翌火

曜日までには掲載しました。 
本会計に計上されたニコボックス予算は、１５０万円で

したが、５月末現在会員の皆様より、２１１万余円の浄財

を頂戴しました。大変感謝いたします。 
また、時として、やや強引な勧誘があったかもしれませ

んが、ロータリ－の友情でお許しください。 

      

出席報告をする内藤教恵君 
 

＊＊＊ ロ－タリ－ミニ知識 ＊＊＊ 

6 月 ロータリー親睦活動月間（Rotary Fellowships 

Month） 

「ロータリー親睦活動」は、国際奉仕の一部門です。現在、

約 100 近い親睦グループがあり、趣味や職業活動を通じ

て、国際親善と奉仕に貢献しています。ガバナーは、地区

に地区親睦活動委員会を設置するよう奨励されています。

より多くのロータリアンが、親睦活動に参加することを奨

励するために、この月間が設けられました｡ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◆ ロータリー特別週間 Special Weeks in Rotary 

「世界インターアクト週間（11 月 5 日を含む 1 週間）」

（World Interact Week） 

ＲＩ理事会は、ロータリークラブとインターアクトクラブ

に、11 月 5日を含む 1週間を「世界インターアクト週間」

として遵守するように奨励しています。それは、ロータリ

ークラブとインターアクトクラブを「顕著であり、国際規

模の活動」に参加させるためです。  

「追悼記念週間（1 月 27 日を含む 1 週間）」（Remembrance 

Week） 

1947 年 1 月 27 日は、ロータリーの創始者・ポール・ハリ

スの命日です。1989 年 10～11 月の理事会において、毎年

この 1 月 27 日を含む 1 週間を、物故ロータリアンの冥福

を祈り、生前の貢献を記念する週間として「追悼記念週間」

と指定しました。 

米山月間（Yoneyama Month）（10 月） 

日本独自の強調月間です。クラブは１０月に特に米山奨学

事業の意義を深く認識し、寄付金を募る活動をします。そ

のために米山記念奨学生や地区役員･委員の 卓話を聞い

たり、さらに奨学生から提供される資料を基にクラブ･フ

ォーラムを開催したりすることが推奨されています。奨学

会の目的及び事業・寄付及び表彰 制度・奨学生の資格な

どは米山記念奨学会ホームページを参照ください。 

（出典：ロ－タリ－・ジャパンの HP より）




